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	○競争的資金等の不正使用に係る調査委員会規則
	第１条　この規則は、一般財団法人高度情報科学技術研究機構（以下「当財団」という。）競争的資金等取扱規程第１１条第３項の規定に基づき、競争的資金等の不正使用に係る調査を行うための調査委員会（以下「委員会」という。）の組織及び運営について定めることを目的とする。
	第２条　競争的資金等取扱規程第４条第１号に定める最高管理責任者は、同規程第１１条第２項の規定に基づき、次の各号に掲げる不正使用が疑われる案件について、調査を行う必要があると認めた場合には、委員会に調査を指示するものとする。
	第３条　委員会は、委員長及び委員若干名をもって組織する。
	第４条　委員会は、必要に応じて委員長が召集する。
	第５条　委員会の委員その他本規則に基づき不正の調査に関係した者は、次の各号の一つに当たる場合は、委員会に出席し、又は決議に関与することができない。
	第６条　委員会は、調査開始後、概ね６０日以内に不正使用行為の有無及び不正使用の内容、関与した者及びその関与の程度、不正使用の相当額等について、審理し、裁定を行う。
	第７条　委員会は、必要に応じて、外部の機関と情報交換等の連絡協議を行うことができる。
	第８条　委員会の議事は、原則として全会一致をもって決定するものとする。ただし、全会一致をもって決定することができないときは、数個の意見のまま決定し、又は少数意見を付して決定することができる。
	第９条　委員会は、前条の決定内容を最高管理責任者へ報告するものとする。
	第１０条　調査対象者は、理事長に対し、前条の通知日から１４日以内に異議申立てを行うことができるものとする。
	第１１条　委員会の委員は、本規則に基づく不正使用に係る調査及び審理により知ることのできた情報を他に漏らしてはならない。
	第１２条　理事長は、調査の過程であっても、不正の事実が一部でも確認された場合には、
	第１３条  委員会の庶務は、総務部が行う。
	第１４条　この規則に定めるもののほか、競争的資金等の不正使用に係る調査の手続き等及び委員会の運営に関し必要な事項については、別に定めることができる。


